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部
か
ら
の
便
り
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が
な
さ
れ
、
続
い
て　

草
野　

真
樹
教
授　

か
ら ｢

会
計
基
準
の
変
更
が
投
資
家
と
経

営
者
に
及
ぼ
す
影
響
」
と
題
し
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
リ
ー
ス
取
引
な

ど
で
注
記
で
の
開
示
か
ら
財
務
諸
表
本
体

で
の
認
識
へ
の
会
計
基
準
の
変
更
が
、
会

計
情
報
の
作
成
者
と
利
用
者
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
後
、
ガ
ス
ビ
ル
食
堂
に
お
い
て
、
28
名

の
参
加
で
立
食
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

活
動
報
告
：
２
０
２
３
年
度
、
支
部
講

演
会
と
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
支
部
講

演
会
は
８
月
４
日
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
会
長
兼

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
家
次　

恒
氏
（
昭
和

48
年
・
経
済
学
部
卒
）
を
講
師
に
お
迎
え

し
「
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
の
成
長
と
共
に

－

私

が
大
切
に
し
て
き
た
こ
と　

ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
進
化
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と
題
し
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
我
々
の
健
康
管
理
に

は
欠
か
せ
な
い
検
体
検
査
分
野
や
、
新
た

な
感
染
症
や
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、

変
化
を
続
け
る
医
療
領
域
に
挑
戦
し
て
い

る
内
容
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
他
支
部
の

方
々
に
も
お
声
が
け
し
、
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し
、
対
面　

33
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
64
名
（
内
他
支
部　

42
名
）、
合
計
97
名
の
方
に
申
込
み
い
た
だ

き
ま
し
た
。

11
月
24
日
に
は
第
11
回
支
部
総
会
を
対

面
で
開
催
し
ま
し
た
。
同
窓
会
本
部
か
ら

は
経
済
学
研
究
科
長
・
経
済
学
部
長
の
依

田
理
事
長
他
先
生
方
や
名
誉
教
授
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
依
田
先
生
か
ら
祝
辞
を
頂

戴
し
、
田
中
常
務
理
事
か
ら
は
経
済
学
部

の
状
況
や
同
窓
会
本
部
の
活
動
な
ど
お
話

し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
総

会
で
は
活
動

報
告
、
会
計

報
告
、
新
役

員
の
紹
介

講演会 家次　恒氏

今
年
度
の
活
動
予
定

　
　
　
（
詳
細
は
別
途
ご
案
内
致
し
ま
す
）

·
支
部
講
演
会

日
時
：
９
月
２
日（
月
）18：30
~
20：00

場
所
：
Ｏ
Ｍ
Ｅ
（
大
阪
ガ
ス
御
堂
筋
東
）
ビ
ル

　
３
Ｆ
ホ
ー
ル

　
講
師
：
楠
木　
新
氏　
　
　

演
題
：﹃「
い
い
顔
」
で
生
き
る
﹄

（
京
都
大
学
法
学
部
卒
、　

著
述
家
、
元

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授　

著
書

~
「
定
年
後
」、「
人
事
部
は
見
て
い
る
」、

「
転
身
力｣

他
多
数
）

·
支
部
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

日
時
：
12
月
13
日（
金
）
17：30
~

場
所
：
大
阪
ガ
ス
本
社
ビ
ル

新
支
部
長
の
選
出
：
５
月
31
日
に
開
催

さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
梅
谷
幸
弘
氏

（
平
成
３
年
卒
）
が
新
支
部
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
新
支
部
長
の
下
、
経
済
学
部
同

窓
の
絆
が
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

槌
野
吉
郎
（
昭
和
50
年
卒
）草野　真樹教授 依田　高典教授


